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仙台市は「杜の都 。仙台」という愛称で広 く親しまれ、四季折々の豊かな自然にあふれる仙台の

風景は、私たち市民の誇りであると同時に将来へ守るべき大切な財産であります。

この仙台市の素晴らしい自然・風景と同様に、私たち市民の誇りであり大切な財産の一つに、悠

久の歴史に育まれ守れてきた文化遺産 (文化財)の存在が挙げられます。仙台市内には現在約800カ

所もの遺跡が確認されております。これらの文化財は、これまでの大きな時の流れの中でその存在

価値を高めるとともに、現在においては各種開発事業によって絶えず破壊 。消滅の恐れにさらされ

ています。当教育委員会としましては、皆様のご理解とご協力を賜 りながら、これらの貴重な文化

財を保存し、次世代へ受け継いでいくことに日々努めております。

本報告書には、各種開発に先立ち、平成21年度に発掘調査を実施した鴻ノ巣遺跡、小鶴城跡、大

野田古墳群、南小泉遺跡、燕沢遺跡の調査結果を収録しております。

先人達の遺した貴重な文化遺産を保護し、保存活用を図りつつ未来へと継承 していくことは、現

代に生きる私たち市民の大事な仕事であると思います。つきましては、本報告書が、学術研究のみ

ならず学校教育や生涯学習などのあらゆる場面で活用され、皆様の文化財へのより深い関心とご理

解の一助となれれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査並びに報告書刊行に際しましてご協力、ご助言をいただきました

多くの方々に、心より深 く感謝申し上げます。

平成22年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒 井 μ
ボ



例   言

1.本書は、平成21年度国庫補助事業による個人専用住宅他補助姑象事業に伴う「仙台平野の遺跡群」の発掘調査報

告書である。

2 本書は、仙台市教育委員会が実施 した個人住宅建築に伴う鴻ノ巣遺跡第12次、小鶴城跡第 5次、大野田古墳群第

19次、南小泉遺跡第63次、燕沢遺跡第13次の各発掘調査報告を合本にした報告書である。

3 本書の編集は、仙台市教育委員会文化財課調査係の担当調査員の協議のもとに森田義史がとりまとめ、執筆は次

のように分担して行った。

主   事 鈴木  隆 :調査計画と実績

主   事 森田 義史 :鴻 ノ巣遺跡第12次・小鶴城跡第 5次

主   事 大久保弥生 :大野田古墳群第19次

文化財教諭 佐々木 匠 :南小泉遺跡第63次

文化財教諭 菊地 貴博 :燕沢遺跡第13次

臨 時 職 員 千葉 恭彦 :南小泉遺跡第63次

4 遺物実測や トレース等の整理作業は、主に向田文化財整理収蔵室の作業員が行った。

5 本書にかかわる遺物・写真 。実測図面等の資料は、仙台市教育委員会が保管 している。

6 本書で使用した土色は、「新版標準土色帖」 1/1ヽ 山・竹原 :1976)イこ準拠 した。

7 本書中で使用 した地形図は国土地理院発行の 1:25000『仙台市南西部・南東部・北東部・北西部』の一部を使用

している。

8 断面図・平面図の標高値は、海抜高度を示している。座標値は、日本測地系による。

9,遺物図版の縮尺は、任意とする。

10,遺構は種別ごとに次の略号を用いた。

SI:竪穴住居跡    SB:掘 立柱建物跡    SD:溝 跡      SK:土 坑

SE:井戸跡      P:ピ ット       SX:性 格不明遺構

11 遺物の登録は、以下の分類と略号を用いた。

A:縄文土器  BI弥生土器  C:土 師器 (非 ロクロ) D:土 師器 (ロ クロ) E:須 恵器

F:九瓦    G:平 瓦    I:陶 器    」:磁器    K:石 器・石製品

L:木製品・杭材   N:金 属製品   P:土 製品  Si埴輪

12 竪穴住居跡・掘立柱建物跡の柱穴及びピット内の網かけ部分は、柱痕跡の位置と範囲を示 している。

13 土師器実測図における網かけは、黒色処理されていることを示 している。

14 遺物観察表のカッコ内の法量は、残存値・推定値を示 している。

15 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田1980)は、これまでの仙台市域の調査報告や東北中北部の研究から、「十

和田a火山灰 (To― a)」 と考えられている。降下年代は現在、西暦915年 と推定されており、本書もこれに従う。

山田一郎・庄子貞雄1980「宮城県に分布する灰白色火山灰」 F宮城県多賀城跡調査研究所年報1979』

仙台市教育委員会2000『沼向遺跡第 1～ 3次発掘調査』仙台市文化財調査報告書第241集

小口雅史2003「 古代北東北の広域テフラをめぐる諸問題―十和田aと 白頭山 (長 白山)を中心に」『日本鶯令制の展

開』吉川弘文館
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I 調査計画と実績

I 調査計画と実績

1 調査体制

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  文化財課  課長 田中則和

整備活用係  主幹莱係長 吉岡恭平 主査 長島栄一 主事 官田晋、森田賢司

調査係  係長 佐藤甲二 主査 主濱光朗、斎野裕彦

主事 鈴木隆、小泉博明、森田義史、大久保弥生

文化財教諭  佐々木匠、菊地貴博、吉野信 臨時職員 千葉恭彦

2 調査計画

主に個人専用住宅の建築に伴う発掘調査費用の補助を目的とし、個人専用住宅他補助対象事業費として、総経費

7,686千 円、国庫補助金額3,715千円の予算で計画した。発掘調査の実施については、以下の実施計画を立案した。

第 1表 調査計画

3 調査実績

今年度の調査実績は、第2表に示 したとおりである。調査原因は、全て個人専用住宅の建築である。なお、第2表中

で調査次数がついている遺跡については、郡山遺跡を除いて、本書にその成果を掲載している。

調査対象地 調査予定地点数 訓査予定期間 FTpl査原因

仙台市各区内 28地点 平成21年4月 ～平成22年 1月 個人住宅建築

遺跡名 対象面積 調査面積 調査期間 調査茨数 届出NO
1 宮沢遺跡 62 08111 23r置 4月 15日 ～ 4月 16日 H21 15212

2 郡山遺跡 102 68r置 32 411i 4月 20日 ～ 4月 28日 194次 H20 184288

3 鴻 ノ巣遺跡 88 64111 24r雷 5月 25日 ～ 5月 27日 12茨 H21 15歩 14

4 四郎丸館跡 75 0511a 28 81n 6月 1日 ～ 6月 2日 H20 184297

5 南小泉遺跡 紹942∬ 36 5rド 6月 9日 ～ 6月 10日 H21 15222

6 郡山遺跡 68 93r正 20∬ 6月 22日 ～ 6月 24日 195次 H21 15223

7 洞ノロ遺跡 63 97nf 25 611a 6月 29日 H21 15230

8 河原越遺跡 115 93rだ 336言 7月 6日 H21 15228

9 ―本杉遺跡 1 2001n 64 81n 7月 21日 H21 1755

10 沖野城跡 67箭 ∬ 31 21al 8月 3日 H21 15249

ll 児町B窯跡 84 75rf 20r置 9月 1日 H21 15246

12 沖野城跡 79 5na 22 5tll 9月 7日 H21 15266

13 小鶴城跡 177 6711i 24∬ 9月 28日 ～ 9月 29日 5次 H21 15294

山口遺跡 36 431n 18∬ 10月 5日 ■21 15273

15 長町六丁 日遺跡 80 25111 18111 10月 6日 H21 15287

16 山日上ノ台遺跡 181 5rざ 36� 10月 13日 ～ 10月 14日 ■21 152101

17 人来田遺跡 111331n 23 75111 10月 19日 H21 15291

18 大野田古墳群 115 93rだ 41 25tll 10月 19日 ～ 10月 22日 19次 H21 152115

南小泉遺跡 4968∬ 281n 10月 26日 ～ 11月 13日 63次 H21 152お 9

南小泉遺跡 49 6811i 33 811i 10月 26日 ～ 11月 13日 63次 H21 15290

21 燕沢遺跡 396∬ 21∬ 月16日 ～ 11月 19日 13次 H21 15295

沖野坂跡 72∬ 21 441xlt 月16日 H21 15多

奏種園遺跡 5517111 1811a 月24日 ～ 11月 25日 H21 152 2

24 郡山遺跡 10322∬ 18諾 月30日 197次 H21 152

郡山遺跡 73 25nl 301n 12月 2日 ～ 12月 11日 198次 H21 152 22

郡山遺跡 77011n 70面 12月 14日 ～ 12月 18日 199次 H21 152 1

南小泉遺跡 8363面 22 51n 平成22年 1月 7日 ～ 12日 H21 152 Й

今泉遺跡 65991m 301正 1月 27日 ～ 2月 2日 E21 152

第 2表 調査実績



Ⅱ 鴻ノ巣遺跡第12次発掘調査報告

]調 査要頂

遺  跡  名  鴻ノ巣遺跡 (宮城県遺跡番号01034)

調 査 地 点  仙台市宮城野区岩切字三所北125-28

調 査 期 間  平成21年 5月 25日 ～27日

調査対象面積  8864∬

調 査 面 積  2411i

調 査 原 因  個人住宅建築工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  文化財教諭 佐々木匠 文化財教諭 菊地貴博

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成21年 4月 16日 付で、申請者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出につい

て」に対 して、文化財保護法第93条 (H21教生文第152-14号で回答)に基づき実施した。調査は、平成21年 5月 25日
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



I 鴻ノ巣遺跡第12次発掘調査報告

38g
軍

′il

、イヽ :k

att

に着手した。紺象地内に南北 3m× 東西 8mの調査区を設定し、重機により盛土および I層 を除去 した後、Ⅱ層上面

において遺構検出作業を実施 し、溝跡 3条 を検出した。遺構調査後、写真・図面により記録 した。その後、調査区東

部に深堀区を設定し、重機により掘削を行ったところ、Ⅳ層上面において溝跡 2条 を検出したため、遺構の掘 り下げ

を行い、写真、図面により記録した。その後埋め戻しを行い、調査を終了した。

3 遺跡の位置と環境

鴻ノ巣遺跡は仙台駅から北東約 7 km、 七北田川右岸の自然堤防上に位置す

る。標高は約 8mである。

遺跡周辺の歴史的環境を見ると、本遺跡の対岸の自然堤防上に古墳時代中

期の新田遺跡 (多賀城市)がある。ここでは埴輪片も採集されており、付近

に高塚古墳があった可能性が考えられている。西側の丘陵地帯には台屋敷横

穴墓群などの横穴墓群がある。

古代に入ると、陸奥国の国府である多賀城が本遺跡の東約 3 kmの丘陵上に

おかれた。周辺の自然堤防や北西の丘陵地帯には、燕沢遺跡をはじめ、奈良。

平安時代の遺跡が多数存在する。

中世の遺跡では、北西の丘陵に国指定史跡である岩切城がある。これは源

頼朝によつて、多賀城 (陸奥国府)留守職に補任された伊沢 (留 守)家景の

構えた館で、代々留守氏の拠点となっていた。麓に留守氏の書提寺である東

光寺があり、その境内には中世の磨崖仏や板碑が多数残されている。

『留守文書』には鎌倉時代の後半、領内に冠屋市場、河原宿五日市場、在家

などの記載が見られ、当時七北田川は冠川と呼ばれていたことから、鎌倉時
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第 2図 調査地点位置図

調査区

敷地範囲

第 3図 調査区凪置図



代の七北田川流域における商業活動の営みを知ることができる。また、市の所在地は明確ではないが、付近の洞ノロ

遺跡では溝で区画された大規模な屋敷跡などが見つかっており、留守氏との密接な関連性も考えられ、中世における

繁栄の様子が明らかになりつつある。鴻ノ巣遺跡でも、これまでの調査で中世の遺構群が検出されており、こうした

留守氏に関わる遺構群とともに、この地域一帯を景観として理解していくことが可能となっている。

4 基本層序

基本層は、大別 4層、細別 5層確認された (第 5図 )。 I層 は層厚は15～55cmで 、色調により2層 に分けられる。Ⅱ

層は層厚10～25cmの 黒色粘土質シル ト層、Ⅲ層は層厚 5～ 13cmの黒褐色粘土質シル ト層である。Ⅳ層は層厚14cm以上

のにぶい黄橙色砂質シル ト層である。なお、調査地点には47～64cmの 盛土がある。

5 発見遺構と出土遺物

(1)Ⅱ 層上画検出遺構

1)溝跡

SDl溝跡 調査区中央部で検出した。全体の方向はほぼ南西～北東方向であるが、調査区北側で東に向かって拡が

る様相が見られる。検出長は約32mで、さらに調査区外へ延びる。上端幅約36～40m、 下端幅約50cm、 深さ約85cm

である。断面形はU字形を呈 し、堆積土は 4層である。なお、溝跡の東側上端については明瞭に検出されなかったた

め、調査区東部を一部掘 り下げ、南壁において溝跡の断面を検討 し、平面図を作成した。出土遺物は 1層中より土師

器片10点、須恵器片 4点、中世陶器片 4点、3層 中より須恵器片 3点、中世陶器片 3点、砥石 1点が出土 している。中

世陶器のうち、甕口縁部資料 (第 7図 5)が常滑窯の編年 5～ 6a型式にあたることから13世紀代の年代 (中野2005)

が考えられる。

SD2溝跡 調査区西側で検出した。南西～北東方向の溝跡である。SD3溝跡と新旧関係があり、SD3溝跡より

新しい。検出長は33mで、さらに調査区外へ廷びる。上端幅約55cm、 下端幅約35cm、 深さ約20cmである。断面形はU

宇形を呈 し、堆積土は単層である。出土遺物は土師器片が56点、常滑産陶器が 1点、堆積土中から出土している。

SD3溝跡 調査区西側で検出した。北西～南東方向の溝跡である。SD2溝跡と新旧関係があり、SD2溝跡より

古い。検出長は70cm、 上端幅約60cm、 下端幅約40c皿、深さ約18cmである。断面形はU字形を呈 し、堆積土は単層であ

る。出土遺物はない。

0            1 rn

…

第 4図  Ⅱ層上面検出遺構平画図



Ⅱ 鴻ノ巣遺跡第12次発掘調査報告

(2)Ⅳ層上面検出遺構

1)溝跡

SD4溝跡 調査区東部で検出した。東西方向の溝である。SD5溝跡と新旧関係があり、SD5溝跡より新し

い。検出された溝の全長は約25m、 上端幅約60～ 90cm、 下端幅約20cm、 深さ約20cmである。断面形は皿状で、堆積土

は単層である。出土遺物はない。

0            1rn

…

調査区西壁

調査区東壁

基本層 土    色 土   ′性 備 考

I 10YR 4/2灰責褐色 砂質シル ト

〔b 10YR 3/2黒褐色 砂質シル ト 酸化鉄を微量含む。

圧 10YR 4/4褐色 砂質シル ト 酸化鉄を多量含む。

Ⅲ 10YR 3/1黒褐色 粘土質シル ト 酸化鉄を多量含む。

Ⅳ 10YR 6/3にぶい黄橙色 砂質シル ト 酸化鉄を多量含む。

遺構 堆積土 土    色 土   性 備 考

1 10YR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト

2 10YR 3/2黒褐色 砂質ンル ト 酸化鉄 を微量含む。

3 10YR 4/1褐灰色 ンルト質檻土 酸化鉄 を多量含む。

4 10YR 5/1褐灰色 シルト質粘土 酸化鉄 を多畳含む。下都グライ化 (5B5/1)
1 10YR 3/1黒 褐色 砂質シル ト

SD 3 1 10YR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト

ユ 10YR 4/1褐灰色 砂質シル ト 酸化鉄を多量含む。

SD 5 r1/・ 暫 ンル ト 酸化鉄をあ詈合む。

第 5図 Ⅳ層上画検出遺構平面図および調査区断面図



SD5溝跡 調査区東側で検出した。調査区東壁際で南北方

向に伸び、東西方向に折れ曲がる。SD4溝跡と新旧関係が

あり、SD4溝跡より古い。規模は上端幅約35cm、 下端幅約

20cm、 深さ約 l cmである。断面形は皿状で、堆積土は単層で

ある。出土遺物はない。

6 まとめ

①今回の調査では、Ⅱ層上面において溝跡3条 (SDl～

3)、 Ⅳ層上面において溝跡 2条 (SD4・ 5)を検出し

た。

② SDl溝跡は、平成20年度に北側隣接地の確認調査で検

出されたSDl溝跡の南延長部分であり、この溝は南北

方向にさらに延びる可能性がある。堆積土中から土師器

片や須恵器片、中世陶器片が出土し、平安～中世の時期

が考えられるが、詳細な時期については不明である。

③ SD2溝跡からはロクロ土師器片が一定量出土したが、

詳細な時期については不明である。

④SD4溝跡、SD5溝跡はⅣ層上面において検出された

が、出土遺物はなく、時期、性格 とも不明である。

平成20年度調査区

今回調査地点

SD2:8～ 11)

0        2m

"
第 6図  SD]溝 跡平画図 (平成20年度・今回調査区)

参考文献

仙台市教育委員会2004「 鴻ノ巣遺跡第 7次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第280集

仙台市教育委員会2009「 V鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書」『仙台平野の遺跡群XⅨ』仙台市文化財調査報告書第346集

中野晴久2005「常滑・渥美」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と編年～』全国シンポジウム発表要旨集
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Ⅱ 鴻ノ巣遺跡第12次発掘調査報告

E層上面遺構検出全景 (東から)

2 SD2溝 跡完掘状況 (南から)

3 調査区西狽」南壁断面 (北から)

図版 ]Ⅱ 層上面検出遺構および調査区断面図(1)



l Ⅱ層上面遺構全景 (東から)

2 SDl溝 跡調査区南壁断面

(北西から)

3 SDl溝 跡調査区南壁断面 (北から)

図版 2 Ⅱ層上面検出遺構および調査区断面図(2)



I 鴻ノ巣遺跡第12次発掘調査報告

1 深掘区Ⅳ層上画遺構検出状況

(東から)

2 調査区東壁断面 (西から)

藤 i tr‐  

―

図版 3 Ⅳ層上画検出遺構および調査区断面

3 調査区南壁東倶」断面 (北から)



図中番号 登録番号 遇構名 出土層侍 種  別 器  極

法 量  (cm)

備 考 /」 莫図版器高 口径 底径

長 さ 厚 さ

7-1 D-1 SDl ロクロ土 E市 器 (09) 56 外面 :ロ クロナデ 底部FI転糸切 り 4-1
7-2 E-1 SDl 須恵器 杯 (20) 内面 :ロ クロナデ タト面 :ロ クロナデ、底部ヘラ切 り 4-2
7-3 E-2 SDl 須忠器 斐 タト面:タ タキ 4-3
7-4 I 1 SDl 陶器 斐 常 滑

7-5 I-2 SDl 陶器 整 常滑 5～ 6a型式 4-5
7-6 I 3 SDl 陶器 型 外面 :胴下部ナデ、常滑 4-6
7-7 K-1 SDl 石製品 砥 石 (48) 53 33 工呈 ■136宜  ll■ 状痕あ り 4-7
7-8 D-2 SD2 ロクロ土師器 郷 (21) 56 内面 :ヘ ラ ミガキ、単色処理、夕H亙 :ロ クロナデ、底部IJ転 糸切 り 4-8
7-9 D-3 SD2 ロクロ上師器 )不 (42) (153) 内面 :ヘ ラ ミガキ、黒色処理 外面 :ロ クロナデ 4-9
7-10 D-4 SD2 ロクロ土師器 ∴台郭 (21) 75 外面 :ロ クロナデ 底部恒:ほ ヘラ切 り 4-10
7-11 D-5 SD2 ロクロ土肺器 魏 内外面 :ロ クロナデ 4-11

I-4 SD2 陶器 契 常滑 4～ 5型式か 4-12

図版 4 出土遺物

10



Ш 小鶴城跡第5次発掘調査報告

Ⅲ 小鶴城跡第 5次発掘調査報告

1 調査要頂

遺  跡  名  小鶴城跡 (宮城県遺跡番号01194)

調 査 地 点  仙台市宮城野区新田三丁目44-1、 45-1の 一部

調 査 期 間  平成21年 9月 28日 ～29日

調査対象面積  17767ポ (敷地面積100754∬ )

調 査 面 積  24�

調 査 原 因  個人住宅建築工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  文化財教諭 佐々木匠 文化財教論 菊地貴博

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成21年 8月 24日 付で、申請者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出につい

て」に対して文化財保護法第93条 (H21教生文第152-94号で回答)に基づき実施した。確認調査は平成21年 9月 28日

呑号 道跡名 TT別 立地 時代 否 ; 也切や名 立地 ■代

1 小得城跡 城魚 丘 陵 女養寺配水場前窯跡 空
＾

l■ 陵斜面 奈史、半笈

2 小得遺跡 散珀,地 自然堤防 平安 ll 安養寺[H瓦窯跡 生
ヽ

lr陵 斜面 平安

3 普応寺束 lIR穴峯群 横穴来 」こ凌πl面 古 墳 安養寺下瓦窯 ,オ 年 Vl( 丘陵斜面 余史、平安

4 苦応寺横穴芸群 横穴 /1 丘陵斜柏F 占墳 小田原前田窯跡
=Fr

ij//t↑「面 余良

5 燕沢追跡 散布地、集務、寺院 E唆 イ七文～平安 利明社窯 P小 窯跡( 丘陵斜面 余II、 平安

6 吉1尺遺勤〔 散布地 丘 陵 SF安 判明社褒追跡 散布地 丘 陵 余良、平安

7 燕沢公臓1窯 跡 窯 |ll( i陵 斜面 古墳、奈良 二の森筆跡 窯跡F ヒ陵斜 i∬ 平 安

8 大進寺窯跡 窯 IVlli 丘陵斜■F |イ墳、奈良 17 こ の森 遺 V小 散布地 丘陵斜面 平 安

9 安養寺中田瓦年跡 窯勘〔 庄1唆 ↑1面 奈史、平安 テ兵術 1日 窯働( 年跡 丘陵↑1面 余良、平安、近ll

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



に着手 した。調査区は南北75m× 東西 3mに 設定 し

た。重機により盛土、表土を除去し、 I層上面におい

て遺構検出作業を行ったところ、溝跡 1条 を検出し

た。検出面はすでに地表面から13mの深さであ り、

今回の個人住宅建築工事に伴う掘削深度は地表面から

15mと いう計画であるため、遺構の掘 り下げは溝跡

の西側部分で行い、その後、断面および平面について

写真・図面で記録を取 り、調査を終了した。調査終了

後、埋め戻 しを行った。

3 遺跡の位置と環境

小鶴城跡は、後背湿地に突 き出

した舌状丘陵 に立地す る。かつ

て、城跡の南側一帯は小鶴沼が広

がっていたといわれ、その南を東

西 に小鶴川が流れていた。 しか

し、小鶴沼は、江戸時代中期に大

部分が水田化されている。城跡の

西側には、戦国期の幹線道路であ

る「東街道」が通っていたと考え

られている。城跡頂部の標高は約

16mで 、周囲の水田との比高差は

約1lmである。これまでの発掘調

査では、主に城跡の北東部および

北西部において堀跡が確認されて

いる。特に北東部の堀跡は、上幅

6m以上、深 さ26mと 大規模 な

ものであることが半J明 している。

また平成21年度に実施 した第 4次

調査 (平成22年度報告書刊行予定 )

では、殿上山と呼ばれる城跡の頂

部付近で、大規模な整地の痕跡 と

掘立柱建物跡群が検 出されてい

る。
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Ⅲ 小鶴城跡第5次発掘調査報告

4 基本層序

厚さ90cm～ 140cmの盛土直下で、暗褐色の凝灰岩を主とした基盤岩層が検出され、I層 とした。基本層 I層 は、SD

l溝跡の底面や肩の部分においてグライ化 している。

5 発見遺構、出土遺物

I層上面で溝跡 1条を検出した。

調査 区西壁

基本層 土    色 土    ′
陛 備 考

I 10YR3/4陪褐色 砂管ンル ト 凝灰岩粒 を少量含む。

造構名 堆積土 土    色 土    性 備 考

SDl
1 10YR3/1黒褐色 粘  土

2 10YR2/1黒色 粘  土

10YR5/1褐灰缶 砂質シル ト 畢褐色 (10YR3/1)シ ル トブロックを含む。

第 4図  I層上面検出遺構平面図・断面図

(1)I層上画検出遺構

1)溝跡

SD]溝跡 調査区中央部で検出した。方向は南西～北東、規模は上端幅55m、 下端幅39m、 深さ15～70cmで ある。

13



断面形はU字形で、堆積土は 3層である。遺物は出土 していない。

6 ま とめ

①調査区は、小鶴城跡の南側で、標高は8m～ 9m付近に位置し、堀跡と考えられる幅55mのSD l溝跡を検出し

た。遺物は出土せず、詳細な時期については不明である。

②これまでの調査で、小鶴城跡の堀跡は三重にめぐることが明らかにされており(第 5図 )、 SDl溝跡は位置的に

みて最 も内側の堀跡の一部 と考えられる。

参考文献

仙台市教育委員会2002「 1 小鶴城跡」 F/1ヽ鶴城跡ほか』仙台市文化財調査報告書第261集

仙台市教育委員会2009「Ⅶ 小鶴城跡第 3次調査報告書」『山口遺跡他』仙台市文化財調査報告書第345集

仙台市史編さん委員会2006「小鶴城跡」『仙台市史 特別編7 城館』
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第3次調査地点
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第5図 小鶴城跡全体図
(『イ山台市史 特別編フ城館』P46「小鶴城跡遺構配置図」に加筆修正)
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Ⅲ 小鶴城跡第5次発掘調査報告

]調 査区西壁断面 (南東から)

2 SDl溝 跡検出企景 (南から)

図版 ¶ SD]溝 跡および調査区全景・断面

3 SD]溝 闘一部完掘状況 (南から)



Ⅳ 大野田古墳群第19次発掘調査報告

1 調査要項

遺  跡  名  大野田古墳群 (宮城県遺弥番号01361)

調 査 地 点  仙台市太白区大野田宇宮脇19の 一部、20-1の 一部、20-3の一部、20-5の 一部、21の一部

調 査 期 間  平成21年 10月 19日 ～22日

調査対象面積  115,93だ (敷地面積333n4i)

調 査 面 積  41 25ni

調 査 原 因  個人住宅建築工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 平間亮輔  主事 大久保弥生  文化財教諭 川本剛史

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成21年 10月 7日 付けで、申請者より提出された個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財発掘の届出につい

て」に対 して文化財保護法第93条 (H21教生文第152-115号で回答)に基づき実施 した。確認調査は、平成21年 10月

19に着手した。対象地内に南北 3m× 東西10mの 調査区を設定した。 I・ Ⅱ層を重機により除去 し、Ⅲ・Ⅳ・V層上

面でそれぞれ遺構確認を行った。V層上面で古墳の周溝が検出されたため、申請者の了解を得て調査区西半の南狽1に

35m× 35m拡張し、引き続き本調査を実施することとなった。遺構掘 り下げ後、断面、平面について写真 。図面で

記録した後、調査を終了した。調査終了後、重機により転圧をかけながら埋め戻 しを行った。

呑 号 lll跡 名 種  別 立  如 時  代

1 大野田古li4群 円墳 自然堤防 古増

2 泉崎浦遺跡 笑落跡、水円跡、墓跡 自然堤防、後背温地 能文～古墳 平安、近世

3 宮沢追跡 包含地、水田切 後背湿地 後期旧右器～近世

4 宮沢清水li跡 散布地 自然堤防 余良、平安

5 山口避跡 集洛跡、水田跡 自然堤防、後背湿地 紀文早 中～晩、弥生中、古墳～中11

6 下ノ内浦述跡 集落跡、水田」l( 白然堤防 組文早 南午後、弥生～中 L
7 袋束越跡 散布地 自然堤防 古墳、奈良、平安

8 元袋選跡 集落跡、水田跡 自然堤防 弥生、奈良～近 に1

9 長町南遺跡 散布地 自然堤防

10 tr円 六丁 日遣 Fll' 散布地 自然堤防 奈史、平安

11 新圏遺跡 散布地 自然堤防 奈良、平安

12 宮沢館跡 城館跡 自然堤防 中 世

13 下 ノ内遺跡 集落跡 自然晃防 縄文中～晩、弥生、中世

14 末反田迪 JllN 集落跡 自然lL防 縄文中～晩、弥七～平安、近世

大Jf円 官行遺跡 宮衛 自然堤防 奈良、平安

袋前遺跡 集落跡 自然堤防 継文、奈良、平安

17 大 lfr田 選跡 祭祀、集落勘 自然堤防 純文後、弥生中、古墳～平安

18 伊古田道跡 集落跡 自然堤防 継文後、古壇～平安

19 伊占隅BttV711 散布地 自然堤防 古墳、奈良、平安

皿屋敷遺跡 失落跡、屋放 Jl 自然堤防 余良～中‖I

21 長町清水避 ll 散布地 自然堤防 古颯

北屋敷遇勘( 散布地 白然堤防 奈良、平安

春 日社 占lB・ 円颯 自然堤防 古〕萱中

王ノllH9E― 跡 集落跡、犀敷跡 白然堤防 縄文後、弥■～中性

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



Ⅳ 大野田古墳群第19次発掘調査報告

3 遺跡の位置と環境

大野田古墳群は、仙台市大白区大野田に所在 し、地下鉄宮沢駅の東側に位置している。遺跡は、名取川下流域左岸

の自然堤防上の微高地に立地し、その範囲は、東西約600m、 南北約400mに および、標高は10～12mで ある。大野田

古墳群は、個人住宅建築、共同住宅建築工事、市関連施設建築工事に伴う調査のほか、平成 6年度以降「富沢駅周辺

土地区画整理事業」の道路建設工事等に伴う調査が継続的に実施され、これまでに18次 に及ぶ調査が行われている。

大野田古墳群は、縄文時代および古墳時代から中世にかけての複合遺跡で、主体となる古墳は古墳時代中期から後期

に属する。平成20年度まで、春日社古墳・鳥居塚古墳・王ノ壇古墳・五反田古墳のほか、大野田 1～ 39号墳が調査さ

れ、検出された古墳総数は43基を数える。今回の調査は個人住宅建築に伴うもので、第19次 にあたる。

__‐ /

‐         /  1         -  ,.           /1         1

第 2図 調査地点位置図

4 基本層序

基本層は大別 6層 、細別 9層確認した。 I層は表土で、層厚は 4～34cm

である。色調により3層に分けられる。Ⅱ層は層厚 3～ 13cmの黒色粘土質

シル ト層である。Ⅲ～V層 は、古墳時代から古代の遺構が検出される層で

ある。Ⅲ層は層厚33cmで、色調により2層 に分けられる。Ⅲa層 は黄橙色

シル ト土層、Ⅲb層 は明黄褐色シル ト土層である。Ⅳ層は層厚 2～16cmの

暗褐色シル ト土層である。V層 はにぶい黄橙色砂質ンル ト土層である。古

墳周溝の東側にのみ、Ⅳ層とV層の間に層厚10～16cmで黒褐色シル ト土層

のA層が確認される。A層 については後述する。

なお、調査地点には60～90cmの 盛土がある。
道路

0

第 3図 調査区配置図

調査区

敷地範囲

   /



5 発見遺構と出土遺物

V層上面において、古墳の周溝を検出した。大野田古墳群では、春日社古墳・

墳のほか、 1～ 39号墳までの古墳が発見されている。今回の調査において、新た

野田40号墳とした。

コIa   IEa

40号墳周溝

調査区北壁

7   8

鳥居塚古墳・王ノ壇古墳・五反田古

に 1基の古墳が検出され、これを大

a X=-198461

Y三十4011

b X=-19845と

Y三十4015

0                                               4m

|

IF′ Ib Ⅱ夢

層  位 土  色 土  性 備 考

Ia N7/0灰 白色 粘土

Ib N8/0灰 自色 粘土

Ic N4/0灰 色 粘土

コ N2/0黒 色 粘土質シル ト

Ⅲ a 10YR 7/8黄橙色 シ,レ ト

Ⅲ b 10YR 6/8明黄褐色 シ,レ ト

Ⅳ 7 5YR3/3暗褐色 シルト

V 10YR 6/4にぶい黄橙色 砂質ンル ト

A 10YR 3/2黒褐色 シ,レ ト 周溝東側にのみ分布。

大野日40号墳

周灘jlt積 土
土   色 土  性 備 考

l 10YR 3/1黒褐色 粘土質シル ト

2 ЮYR3/2黒 褐色 雅土質ンル ト

3 10YR 4/1褐 灰色 粘土質ンル ト

4 25Y4/2暗 灰費色

5 10YR 3/2黒褐色

25Y4/2暗 灰黄褐色 砂質ンル 10YR 3/1黒 褐色ンル トブロック(径 3～ 5 cm)を全体に多く含む。

7 25Y4/3オ リーブ褐色 砂質シル 10YR 3/1黒 褐色シル トブロック(径 2 cm)を全体に少量含む。

8 ЮYR5/3に ぶい黄褐色 砂質シル

9 ЮYR6/4に ぶい輩精色 砂質シル

第 4図  V層上面検出遺構平面図・断面図
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Ⅳ 大野田古墳群第19次発掘調査報告

(1)V層 上 面 検 出遺 構

大野田40号墳 南北に伸びる周溝の一部を検出した。検出長は63mであ

る。墳丘は、調査区東狽1にあったと推定されるが、削平されており残存 し

ていない。

周溝の上端幅は、23～25mである。下端幅は1,13～ 152mを計り、北

側でやや広い。断面形は、逆台形である。底面は平坦で、外縁は急に立ち

上が り、内縁は外縁よりもやや緩やかに立ち上がる。検出面からの深さ

は、56～60cmで ある。堆積土は 9層に細分される自然堆積層である。検出

された周溝の形状から古墳を復元すると、周溝内縁径は約155m、 外縁径

約20mの円墳と推定される。

遺物は、周溝堆積土から石器 3点、縄文土器221点 、土師器片 2点、円筒

0         10m

大野田40号墳周溝想定図

埴輪片81点が出土した。そのうち、円筒埴輪 3点 (第 6図 1～ 3)、 縄文土器10点 (第 6図 5～ 9、 第 7図 1～ 4)、

石器 3点 (第 6図 11～ 13)を 図示 した。第 6図 1は円形のスカシ孔上部の破片である。体部の外面調整はタテハケ、

内面調整はヨコナデである。第 6図 2・ 3は、突帯部である。 2の突帝は上幅0 9cm、 下幅は 2 cm、 高さ0 7cmで 、断

面形は台形を呈し、やや下方に垂れている。 3の突帯は上幅0 9cm、 下幅1 8cm、 高さ0 8cmで、断面形は台形を呈 し、

やや上方に向いている。縄文土器10点のうち、第 6図 5～ 9、 第 7図 3は、後期中葉の宝ヶ峯式土器 (斎藤報恩会

1991)である。第 6図 5～ 9は、波状口縁をなす深鉢口縁部破片で、口縁直下に沈線が 1条施文され、第 5図 5～ 8

は口唇との間は刻日、第 6図 9は LR縄文で充填されている。第 7図 3は、平坦口縁をなす深鉢であり、外面には磨

消縄文によって「 L」字状の文様などが施文されている。他の土器は、時期が明確でないが、宝ヶ峯式土器の可能性が

ある。第 6図 11、 12は 二次加工のある剥片で、第 6図 13は 石鏃の未製品と考えられる。

(2)遺構 外 出土 遺 物

基本層Ⅳ層から縄文土器片 4点、円筒埴輪片24点が出土している。そのうち、埴輪片 1点 を図示 した①第 6図 4は、

円筒埴輪の基部破片である。外面調整はタテハケ、内面調整はヨコナデである。基部の端部は、ユビオサエによって

成形されている。また、基本層Ⅳ層から縄文土器片 2点が出土した。第 6図 10は 、深鉢の口縁部から胴部破片である。

地文はLR縄文である。

6 まとめ

①大野田古墳群の古墳が新たに1基確認され、大野田40号墳とした。古墳群の古墳総数は44基になった。

②検出された周溝から古墳を復元すると、外縁径約20mの円墳と推定される。

③基本層A層 は、周辺の調査における基本層とは層相が異なるものであり、大野田40号墳の墳丘にあたる部分にの

み分布することから、古墳築造前の表土、あるいは耕作土である可能性がある。A層 の理解やその分布について

は、周辺の調査成果と合わせて、今後検討する必要がある。

③大野田40号墳周溝内堆積土および調査区基本層からは、縄文時代後期中葉の宝ヶ峯式土器が出土 した。周辺で

は、王ノ壇遺跡や伊古田遺跡において同時期の遺物包含層や土坑群が検出されており、今後の遺構・遺物の展開

に注意していく必要がある。

参考文献

仙台市教育委員会1995『伊古田遺跡―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書Ⅲ―』仙台市文化財調査報告書第193集

仙台市教育委員会2000『王ノ壇遺跡発掘調査報告書 I』 仙台市文化財調査報告書第249集

斎藤報恩会1991『宝ヶ峯』
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号
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否

録

号

全

番
越構名

基本層

出土

層位
種 別 器  種

法量 (cm)

備 考
真

版

写

図
器 高 日径 底 径

長 さ 幅 ナ厚さ

6-1 S-3 40号墳周議 7 埴輪 円筒埴輪 透か し部 ) 外面 :タ テハケ、内面 :体部 縦方向ナデ 2-1
6-2 S-2 40号墳周溝 1 埴 輪 円筒埴輪 突帯部 ) 外面 :突帯  ヨコナデ、内面 :体部 縦方向ナデ 2-2
6-3 S-2 40号墳周溝 1 埴輪 円筒埴輪 突帯部 ) 外面 :突帯  ヨコナデ、内面 :体部 縦方向ナデ 2-3
6-4 S-1 Ⅳ 埴輪 円筒埴輪 基部 ) 外面 :タ テハケ、内面 :体部 縦方向ナデ、基部 ユビオサエ 2-4
6-5-8 A-6 40号墳周溝 7 縄文土器 深鉢 口 :波状、日縁 :沈線、刻 目 内面 :ミ ガキ、後期中菜 2-5^-8

6-9 A-7 40号墳周溝 7 縄文土器 深鉢 口 :波状、日縁 :縄文 (LR)→ 沈線、内面 ;ミ ガキ、後期中葉 2-9
6-10 A-1 Ⅳ 縄文土器 深鉢 地文 :縄文 (LR)内 面 !ミ ガキ 2-10
6-H K-1 40号墳周蒲 1 石器 二次加工のある剥片 24 2 55 12 菟 さ:99宜 2-11
6-12 K-2 40号墳周溝 堆積土 石 器 二次力HIのある剥片 12 重さ:71宜 2-12
6-13 K-3 40号墳周溝 7 石器 石鏃 (未成品 ) 21 重 さ:55宜 2-13

第 6図 出土遺物(1)
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Ⅳ 大野田古墳群第孔9次発掘調査報告

0                        10cm

中

号

図

番

録

号

登

呑
遺構名
基本層

出士

層位
使別 器  種

法量 (cm)
備 考

真

版

写

図器 高 回径 底 径

7-1 A-3 40号墳周溝 〕ヒ橋土 縄文土器 深 鉢 地文 :縄文 (LR)底都 :網代痕 内面 :ミ ガキ 3-1
7-2 A-5 40号墳周滸 7 縄文土器 深 鉢 地文 :縄文 (LR)内面 :ミ ガキ 3-2

7-3 A-2 40号壌周溝 堆積土 縄文土器
胴 縄文 (LR)、 横位沈線文、区画沈線文 区画内部 :磨消

底部 :網代痕 内面 :ミ ガキ、後期中葉
3-3

7-4 A-4 40号墳周溝 縄文土器 深 鉢 87
地文 :縄文(LR)底部 :網代痕 内面 :ミ ガキ

白色針状物質を多く含む
3-4

第 7図 出土遺物(2)
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1 大野田40号墳周溝検出状況 (南から)

2 大野田40号墳周溝完掘状況 (南から)

3 調査区北壁周溝内堆積土状況

(南西から)

図版 ¶ 大野田40号墳周溝・調査区断面



Ⅳ 大野田古墳群第19次発掘調査報告
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図版 2 出土遺物(1)
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V 南小泉遺跡第63次発掘訓査報告

]調 査 要 頂

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 外

調 査 担 当

担 当 職 員

V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

仙台市若林区南小泉二丁目106-7、 106-9、 106-2の一部

平成21年 10月 26日 ～11月 13日

14076だ (敷地面積34619∬ )

73 3rN

個人住宅建築工事

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

文化財教諭 佐々木匠  文化財教諭 菊地貴博

主事 森田義史  臨時職員 千葉恭彦

2 調査に至る経過と調査方法

｀
',I、   ―́4/′

＼

番号 潰跡 名 TT男 1 立地 Hキイt 器号 掛勘〔名 fr別 立 地

1 南小泉遺跡 集落、屋蚊 自然堤防 弥生～近 世 9 砂押 工遺跡 散布地 自然堤防 古墳、奈良、平安

2 遺見塚古璃 前方後円墳 自然堤防 古増 10 中柵西越跡 散布地 自然堤防 弥生～平安

3 若林城淋 円墳、集落、城館 自然堤防 古墳、半安～近 ll 11 沖 lllr城跡 城 館 自然堤防 :」 世

4 養rt臓 逮跡 集洛、屋敷、包含地 自然堤防 縄文、占墳、平安～近 世 仙台束郊条里跡 条里 後背湖地 奈豊、平安

5 蛇塚古墳 円墳 自然堤防 中在家選跡 包含地 自然堤防 平 安

6 猫塚古墳 円墳 自然堤防 占墳 14 中在家南遺 Jll 墓地、河川、水田 自然堤防、後背湿地 弥生、古壌、平安～近 世I

7 神llI遺 跡 建物、包含地 自然妊防 奈良、平安 15 高屋敷造跡 散布地 自然堤防 古墳、奈良、平安

8 砂押 I進 跡 散布地 自然 1/L防 古増、奈良、平安 長喜城館跡 城 館 自然堤防

第 1図 遺囲の位置と周辺の遺跡
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瑾継種雄極陶 私ぎg簑 キ嘲絆
生文第152-90号 で回答)に基づ き、A、 B区 として調

査を実施 した。また、同時期、同敷地内において、建

売住宅建築工事に伴 う「埋蔵文化財発掘の届出につい

て」に対 して文化財保護法第93条 (H21教生文第152

88号 )に基づき実施した調査結果も第63人調査 C区 と

して報告する。

確認調査は平成21年 10月 26日 に着手 した。調査区

は、それぞれの住宅建築範囲内に3箇所設定した (A

～C区 )。 重機により、盛土および I、 Ⅱ、Ⅲ層を除去

後、Ⅳ層上面において遺構検出作業を行った。その結

果、A、 B区 において調査区外に延びる竪穴住居跡が

,サ与望■望FT芳〒〒〒〒百麦煮〒琶琶ゼ

道
路

隣 地

＼ 蜘 叫

隣
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第 3図 調査区配置図

検出されたことから、申請者と協議した結果、住居跡全体の規模等を明らかにするため建物建築範囲内に限り調査区

を拡張し、本調査を実施することとした。遺構の掘 り下げを行い、断面、平面について写真・図面で記録し、調査を

終了した。調査終了後、重機により転圧をかけながら埋め戻 しを行った。

26



V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

3 遺跡の位置と環境

南小泉遺跡は、仙台市の東部に位置し、名取川左岸の自然堤防上に立地している。遺跡の範囲は東西約 2 km、 南北

約 2 kmと 市内でも最大級の広が りを持っている。標高は、西側が約13m、 東側が約75mである。

これまでの調査で縄文時代から近世の複合遺跡であることが明らかにされている。古墳時代前期には、当遺跡内の

遠見塚古墳や、北東約 l kmに 位置する中在家南遺跡で方形周溝墓が築造されるが、当該期の集落は不明確で、塩釜式

期の土器が各地点で確認される程度である。中期の南小泉式期になると、遺構の検出数が急増する。これまでの調査

の積み重ねで、60軒以上の竪穴住居跡が確認されており、拠点的な集落の形成が考えられる。

s11-1/rl

′ ①

⑥

P9

帝、 OP8

S11-芝曇2

a X=-195623 Y=+6687

b X=-195630 Y=+6688

基本層 土 色 ±   14 備 考

Ia 10YR 5/2灰 質褐色 粘上質シル ト 耕 作 上。

Ib 10YR 2/2黒褐色 粘土質シル ト 酸化鉄少量合む。

10YR 5/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト マンガン粒少量含む。

Ⅳ 10YR 5/6責褐色 粘土質ンル ト 10YR 6/3にぶい黄橙ブロック少量含む。

掛 機 堆粘土 土 色 土  ‖生 備 考

〕 10YR 2/3黒 IB色 砂賓シル ト 柱痕跡。

2 10YR 3/3F旨 褐色 粘土質ンル ト 10YR 5/6黄掲色ブロック多量含む。柱掘 り方。

第 4図  A区遺構平面図 断面図
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後期になると、遺跡の西側に集落が拡大する。また、法領塚古墳が築造されている。奈良時代になると北西 l kmほ

どの地点に陸奥国分寺・尼寺が建立される。遺跡内でも前代まで集落の認められなかった北西部に竪穴住居跡や掘立

柱建物跡が検出されるようになる。本調査地点は遺跡の西部にあり、北東に近接する平成20年度調査 (第58次)では

時期不明ながら溝跡や土坑が検出され、 7世紀代の須恵器斐などが出土 している。

4 基本層序

基本層は、 4層確認した。 I層 は層厚約 5 cm～ 32cmで 、現代の耕作土である。Ⅱ層は黒褐色粘土質シル トで、部分

的に検出される。Ⅲ層はにぶい黄褐色粘土質シル トで、土師器などの遺物片を多 く含む。Ⅳ層は黄褐色粘土質シル ト

で、遺構検出面である。調査地点の盛土は、10cm～ 68cmで ある。

5 発見遺構と出土遺物

(1)Ⅳ層上画検出遺構

Ⅳ層上面で遺構 を検出した。A区で

竪穴住居跡 1軒、ピット15基、 B区で

竪穴住居跡 2軒、土坑 2基、ピット7

基、 C区で土坑 1基、ピット1基 を検

出した。

1)竪穴住居跡

S11竪穴住居跡 A区中央部で検出

され、北 と西は調査区外に延びてい

る。平面形は隅丸方形で、方向は南北

軸でN-53° 一Eで ある。Pl～ P8と

新旧関係があり、いずれの遺構よりも

古い。規模は南北軸で4.20m以上・東

西軸で375m以上である。検出面から

床面までの深さは約20cmである。堆積

土は 2層 に分かれ (堆積± 1、 2層 )、

すべて住居内堆積土である。床面で

は、住居跡中央部から東部の範囲で、

貼 り床と見られる硬化面 (埋± 1層 )

が確認された。カマ ドは検出されず、

∝
』
―
出
用
∽

埋±1層 (貝占り床)の範囲

lll積 上 埋土 膳4立 土   色 ±   1空 備 考

堆積上
ユ 10YR 5/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 4/6褐色粒少量含む。住居内すに積上。

2 10YR 4/4褐色 粘土質ンル ト 10YR 5/6黄 ILJ色 ブロック多 く含む。住居内地積土。

埋 上
1 10YR 7/6明黄4gJ色 ,レ ト 10YR 4/2灰女褐色ブロック多量、10YR 7/ユ 灰 白色ブロック少量含む。貼 り床。

2 10YR 5/4に /S.い 貴褐色 ル ト 10YR 5/2灰黄褐色ブロック少景含む。掘 り方jJめ 土。

蟄 II名 層位 土   色 土   性 考

PJ 10YR 4/2灰黄褐色 粘IL質 ンル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量含む。

P2 10YR 3/1黒 IPJ色 帖土娑iシ ル ト 10YR 5/6黄褐色ブロック少量含む。

P3 10YR 3/2黒褐色 粘上質シル ト 10YR 5/6黄褐色ブロック少量含む。

〕』耐 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/6黄褐色ブロックをやや多 く含む。

第 5図  SI]竪 穴住居跡平面図・断面図
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V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

ピットが 3基 (Pl～P3)と周溝が検出された。Plは径約20cmの 円形を呈し、深さは8 cmである。P2は径約40cm

の円形を呈 し、深さは40cmである。P3は北半部のみの検出であるが、径約30cm円 形、もしくは楕円形と推定され、

深さは26cmである。堆積土はいずれも単層で、柱痕跡は確認されなかったが、規模や位置からP2は主柱穴である可

能性がある。また、周溝は住居跡の東部、南部で検出され、規模は上端幅10～ 16cm、 下端幅 3～ 10cm、 深さ13cmで、

地積土は単層である。掘 り方埋土 (埋± 2層 )は にぶい黄褐色シル トで、厚さは 5～25cmである。掘 り方底面は、中

心部から周辺部にかけて緩やかに傾斜 している。

遺物は床面から出土していない。しかし、堆積± 1層から多 くの土師器片が出土した。第10図 1は内面に黒色処理

を施さない関東系の土器である。他に図示 した第10図 2～ 4はいずれも在地の上師器であるが、郡山遺跡に類例が見

出されるものである。細片のため図化はしていないが、堆積土中からロクロ土師器も出土している。
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遼構名 堆橋土 土 色 土   性 備 考

SKl
1 10YR 4/1褐 灰色 砂質シル ト 10YR 4/4 1El色 ブロック多量、10YR 3/1黒褐色ブロック少量含む。

2 10YR 3/1黒 褐色 砂質シル ト 10YR 4/4褐色プロック少量含む。

SK2 1 ЮYR4/2灰 黄掲色 砂質シル ト 10YR 4/4褐色ブロック少量合む。

第 6図  B区遺構平面図・断面図
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S12竪穴住居閉 B区中央に位置し、南と

西は調査区外に延びている。S13竪穴住居

跡やP16～ P19と 新旧関係があり、S13竪

穴住居跡より新しく、P16～ P19よ り古い。

平面形は隅丸方形で、方向は南北軸でN-1°

―Eで ある。規模は南北軸385m以上 。東西

軸340m以上を計る。検出面から床面までの

深さは約20cmである。堆積土は 8層 に分かれ

(堆積± 1～ 8層 )、 1～ 3層 が住居内堆積

土、 4、 5層がカマ ド内堆積土、 6層が煙道

内堆積土、 7層 が煙出ピット内堆積土であ

る。 8層 は、カマ ド左袖の西狽1に堆積 した灰

だまりである。床面ではカマ ドと柱穴 3基

(Pl～ P2、 P7)、 ピット8基 (P3～ P

6、 P8～ PH)、 周溝が検出された。ピット

で柱痕跡が認められたものはPl、 P2、 P

7で、Plは径約50cmの 円形を呈 し、深さは

約20cmで ある。堆積土は 2層 である。P2は

長軸80c皿 ・短軸約45cmの 楕円形を呈 し、深さ

は約30cmで ある。堆積土は 3層 である。P7

は長軸45cm。 短軸38cmの楕円形を呈 し、深さ

は約34cmである。堆積土は 3層 である。 P

l、 P2は 、規模や位置から主柱穴であると

考えられる。その他のピットは、径約20～80

cmの 円形、または楕円形を呈 し、堆積土は単

層で、炭化物粒や焼土粒が多く含まれる。P
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第 7図  S12竪 穴住居那遺構平画図・断面図

3は長軸80cm・ 短軸50cm以 上の楕円形を呈 し、深さは約20cmで ある。柱痕跡は確認できなかったが、形状から柱穴で

ある可能性がある。堆積土中から多くの土師器片が出土している。P9は カマ ドの東側に位置し、規模は長軸140cm・

短軸90cm、 深さ13cm、 規模や位置から貯蔵穴と考えられる。遺物は、堆積土中からロクロ土師器奏 (第 10図 14・ 15)

や非ロクロ土師器台付鉢 (第 10図12)が出土した。周溝は住居跡東狽‖で検出された。上端幅10～20cm、 下端幅 5～ 8

cm、 深さ 3 cm、 堆積土は単層である。カマ ドは北壁の東よりに設置されている。カマ ド右袖の上部が被熱を受け赤変

しているが、カマ ド内は全体的に被熱が弱い。袖は褐色の基本層Ⅳ層を主体とした土を用いて構築されている。な

お、右袖はS12P9の 堆積上の上に構築されており、また左袖の西側には灰だまり (堆積± 8層 )が確認されたこ

とから、調査区内では検出できなかったがカマ ド西側に古いカマ ドが存在 し、今回検出されたものは新しいカマ ドで

ある可能性もある。煙道部は長さ約160cm、 幅約30cmで 、先端に径約40cm、 深さ約35cmの 煙出しピットがある。煙出し

ピット内で、非ロクロ土師器郭 (第 10図 6)や須恵器杯 (第 10図10)が重なるように出土している。掘 り方埋土 (埋

± 2層)は にぶい黄褐色シル トで、厚さは 3～ 15cmで ある。掘 り方底面は平坦である。

遺物は、床面において、須恵器杯 (第 10図H)や須恵器甕が出土している。堆積± 1層からは多くの土師器片、須

恵器片が出土 しているが、底部調整は糸切 りとヘラキリが混在しており、ロクロ成形された土師器郭が主体を占める。
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I性植上 埋土 厨 位 土   色 土   件 備 考

lt積土

〕 10YR 4/1 4FJ灰 色 粘上賞シル 10YR 5/6黄褐色ブロック微量含む。下都に10YR 3/1黒褐色魁状に含む。住居内ナヒ積土。

2 10YR 4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル 住居内堆積土。

3 10YR 4/1褐灰色 粘土質シル 10YR 5/6黄褐色ブロック少量、炭化物、焼土粒微そ含む。住居内堆積上。

4 10YR 4/1褐灰色 粘土質シル 炭化物、焼土ブロック多 く含む。しまりなし。カマ ド内堆積土。

5 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル 10YR 5/4に ぶい黄掲色ブロック少量、炭化物、焼土ブロック少呈含む。しまりな し。カマ ド内堆禎土。

6 10YR 4/1褐灰色 粘土質シル 上部に10YR 5/6貰褐色ブロック多く含む。煙出しピット内雄積土。

7 10YR 5/1褐灰色 シル ト 上部に炭化物集積。煙道内堆積土。

8 10YR 4/1褐灰色 粘 土 焼土、炭化物多 く含む。しまりなし。旧カマ ド内堆積土か 6

以上
J 10YR 5/4に ぶい黄褐色 ,レ ト 10YR 3/2黒 ICJ色 ブロック少量含む。しまりあ り。上部赤 く変色。

2 10YR 5/4に ぶい黄褐色 ,レ ト 10YR 3/2黒褐色ブロック多 く含む。掘 り方埋め上。

V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

S12竪穴住居跡土層注記表

堆積± 4層 からは、ほぼ完形のロクロ土師器杯 (第 10図 7)が 1点出土している。埋± 2層 からも少量ながら土師器

片が出土している。

S13竪穴住居闘 B区 中央部で検出され、南は調査区外に延びている。S12竪穴住居跡、SK l土坑、P20、 P22、

P23と 新旧関係がありいずれの遺構よりも古い。平面形は隅丸方形、もしくは方形と推定され、方向はW-40° 一N

である。規模は南北軸3.50m以上 。東西軸4 65m以上、検出面から床面までの深さは約10cmである。住居内堆積土

は、 2層 に分かれ、主に暗褐色粘土質シル トで、住居壁際のみにぶい黄褐色シル トである。カマ ドは検出されなかっ

たが、A区においてこの住居跡の煙道が検出されている。煙道部は検出長約75cm、 幅約33cmで 、先端は底面が深 くな

る。床面では、ピット6基 (Pl～ P6)と 周溝が検出された。Plは長軸95cm・ 短軸75cmの楕円形を呈し、深さは

16cmで ある。堆積土は 2層である。P2は径40cmの 円形を呈し、深さは約15cmで ある。堆積土は単層である。P3は

長軸100cm・ 短軸87cmの 楕円形を呈 し、深さは約30cmで ある。堆積土は2層である。P4は S12竪穴住居跡に南半部

を切られているため正確な規模は不明だが、長軸97cm・ 短軸85cm以 上の楕円形を呈し、深さは約50cmで ある。堆積土

は3層 である。P5は長軸78cm。 短軸50cmの 楕円形を呈し、深さは約10cmで ある。堆積土は単層である。P6は径90

cmの 円形を呈 し、深さ24cmで ある。堆積土は単層である。いずれのピットにも柱痕跡は確認されなかった。周溝は住

居跡東狽1で検出された。上端幅20～ 26cm、 下端幅 5～ 12cm、 深さ 7 cm、 堆積土は単層である。掘 り方埋土 (埋± 1、

2層 )は、灰黄褐色粘土質シル トやにぶい黄褐色砂質シル トで、厚さは 5～24cmで ある。掘 り方底面は、周辺部から

中心部にかけて緩やかに傾斜 している。

遺物は、床面において土製品の支脚が 1点出土した。堆積± 1層から非ロクロ土師器鉢 (第 11図 1)、 非ロクロ土師

器高杯 (第 11図 2)、 埋± 2層 から南小泉式と見られる非ロクロ土師器高杯脚部 (第 11図 3)が出土 した。

遺構名 磐 位 土   色 上   性 偏 考

Pl
I 10YR 3/2黒褐色 粘 上 10YR 5/4にぶい賛褐色ブロック、炭化物粒微量含む。しまりなし。柱 FR跡。

2 10YR 4/2灰黄褐色 粘土費シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量含む。下部に炭化物層状に含む。柱 lPLり 方埋土。

P2

〕 10YR 5/3に ぶい黄掲色 粘 土 炭化物多く含む。

2 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4に ぶい黄褐色粒少量、炭化物粒微量含む。柱痕跡。

3 10YR 4/2灰責褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4に ぶい責褐色ブロック多量、炭化物粒、焼土粒少呈含む。柱掘 り方埋土

P3 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック多量、炭化物粒、焼土粒少是含む。

P」 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック、炭化物粒、焼土粒微量含む。

P5 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量、炭化物粒、焼土粒微量含む。

P6 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量、炭化物粒、焼土粒微量含む。

P7

10YR 3/3暗掲色 砂質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色粒、炭化物粒、焼土粒微量含む。

2 10YR 4/3に ぶいま褐色 砂質シル ト 柱痕跡。

3 10YR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色粒、炭化物粒、焼土粒 を微量含む。柱掘 り方。

P8 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量、炭化物粒、焼土泣微賢含む。

P9 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック多量、炭化物粒、焼上粒微量含む。

10YR 3/1黒褐色 粘土質シル 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック、炭化物泣、焼土粒少量含む。

P ll 10YR 3/1黒褐色 粘土質シル 炭化物粒、焼土粒微量含む。

P12 10YR 3/1黒褐色 粘土質シル 10YR 5/4にぶい黄 lgJ色 ブロック、炭化物粒、焼土粒少量含む。

周濫 10YR 4/2灰責褐色 粘上質シル 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロックやや多く含む。

カマ ドソデ
10YR 5/4に ぶい責褐色 シル ト 10YR 3/3暗褐色ブロック少量含む。しまりあ り。カマ ド袖構築土。

10YR 5/4にぶい黄褐色 シルト 10YR 5/6黄褐色粒少量含む。しまりあ り。カマ ド袖構築土。
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堆積土 埋土 層 位 土 色 土  ′
陛 考

堆積土

1 10YR 3/3暗褐色 粘土質シル ト 10YR 5/6黄褐色プロック少量、炭化物粒微見含む。住居内堆積土。

2 10YR 5/3にぶい黄褐色 シル ト 住居内堆積土。

3 10YR 3/1黒褐色 シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量含む。煙道内lL積 土。

10YR 5/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 3/1黒褐色ブロック微量含む。煙道内堆積上。

埋 土
1 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/3にがい貰褐色ブロック微量、炭化物粒、焼土粒微呈含む。

2 10YR 5/3にぶい黄褐色 砂質シル ト 10YR 3/2畢褐色ブロックやや多く含む。掘 り方埋め土。

層位 土   色 土  ‖生 備 考

Pユ
1 10YR 4/1褐灰色 粘上暫シル ト 10YR 5/4にぶい費褐色ブロック、炭化物粒、I・L上粒少量含む。

2 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少呈、炭化物粒、焼土粒微量含む。

P2 10YR 4/1掲灰色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量、炭化物粒、焼土粒 多量含む。

P3
10YR 4/2灰黄褐色 粘土質ンル ト 10YR 5/4にがい女褐色ブロック、炭化物少量含む。

10YR 3/2黒褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック少量、炭化物粒、焼土粒微量含む。

10YR 4/1褐灰色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄 tgJ色 ブロック、炭化物粒、焼土粒微量含む。

2 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロック、炭化物多量、焼土粒微量含む。

3 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/4に ぶい黄褐色ブロック、炭化物粒、焼土粒微量含む。

P5 1 10YR 4/1褐灰色 粘土質シル ト 10YR 5/4にぶい黄褐色ブロツク、炭化物粒、焼土粒少量含む。

周 滸 1 10YR 5/2灰黄褐色 粘土質シル ト 10YR 5/3にぶい黄褐色粒、炭化物粒微量含む。

第 8図  S13竪 穴住居跡遺構平面図・断面図

2)土坑

SK]土坑 B区北部に位置し、北と西は調査区タトに延びている。S13竪穴住居跡、SK 2土坑と重複し、いずれの遺

構よりも新しい。平面形は不整形で、規模は長軸180cm以 上・短軸120cm以 上で、深さは100cmで ある。堆積土は2層 で、

人為的な堆積状況が見られる。堆積±2層 から非ロクロ土師器郭 (第 11図 4)が出土している。詳細な時期、性格に

ついては不明である。
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V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

SK2土坑 B区北部に位置し、北と西は調査区外に延びている。SK l土坑と重複 し、SK l土坑より古い。平面形、

規模は不明であるが、深さは76cmで ある。堆積土は単層で、人為的な堆積状況が見られる。遺物は出土 していない。

詳細な時期、性格については不明である。

SK3土坑 C区南部で検出された。規模は径70cm、 深さ約23cmで、平面形は円形である。断面形はU字形で、堆積

土は単層である。遺物は堆積土中から土師器片が出土したが、詳細な時期、性格については不明である。

3)ビット

A区で15基、B区で 7基、C区で 1基、合計23基が検出された。ほとんどが堆積土は単層で、堆積土中から土師器

片が出土したものもあるが、柱痕跡は確認されなかった。唯一柱痕跡が確認されたA区検出のP9は、長軸45cm、 短軸

27cmの楕円形を呈し、深さは35cmで ある。堆積土は2層 で、遺物は出土しなかった。いずれのピットも、建物等とな

るような配置は見られず、詳細な性格については不明である。

V
土層柱状図

e X=-195626 Y三 十6700

f X=-195632 Y三 十6698

キ

鍛構嘉 堆積土 土    色 土  性 備 考

OYR3/1黒 褐色 粘土質シル ト 10YR4/4褐色プロック少量含む。

第 9図  C区遺構平面図

０
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J中番号 書録番号 遺梅名
土

位

出

層
ft別 器種

法量 (cm)
lm 考

写真図

版器高 口径 底 径

10-1 C-1 )停 ロクロ」■4T器 耶 (46) 0)
内面 i口 縁 ヨコナデ→ヘラ ミガキ 外面 :日縁 ヨコナデーヘラミガキ、体

部ヘラケズリ→ヘ ラ ミガキ
9-1

10-2 C-2 非ロクロ上師器 イ 46 140 外面 :国 縁 ヨコナデ、体部ケズリ、内面 :ヘ ラ ミガキー黒色処理 9-2
10-3 C-3 非ロクロ土師器 財ヽ 49 内面 :ヘ ラ ミガキ、タト面 :口 縁 ヨコナデ、体部ヘラケズリ 9-3
10-4 C-4 非ロクロ土師器 高ネ (51) 内Li:ヘ ラミガキー黒色処理、外面 :ヘ ラケズリ、脚部 :透か し 9-4
10-5 C-6 S12 堆 4 非ロクロ土肺器 手ljね (64) 58 内外面 :指頭戻 9-5

10-6 C-7 S12 非ロクロ土師器 lTN 50
内面 :ヘ ラミガキ、被寮、により畢色処理消失か、外面 :日縁ヨコナデ、体部
ヘラケズリ

9-6

D-1 ロクロ± 1市 器 邸 内面 :ヘ ラ ミガキ→黒色処理 9-7
D-2 ロクロ上師器 郭 内面ヘラ ミガキ→〕∴色処lF 底部ヘラキリ 9-3

10-7 D-3 S12 堆 4 ロクロ土師器 球 66 74 内lR:ヘ ラ ミガキ→黒色処理 外面 :ロ クロ訓整 体部下～底部ヘラケズリ 9-9
D-4 ロクロ上師器 40 64 内面 :ミ ガキ→単色処理、IIR部 ヘラキリ 9-10
D-5 S12 ロクロ土師器 業 内面ナデ、底部ヘラキリ 9-■

10-8 E-3 S12 ナ111 須恵器 雰 43 (145) (76) 内外江
「:ロ クロコJ薬 底部 :黎著:あ り 9-12

10-9 E-4 S12 須恵器 跡 45 (147) (72) 内外面 :ロ クロ調整 底部 :「1転 ヘラキリ 9-13
10-10 E-5 S12 堆 6 須恵器 堺 40 内外面 :ロ クロ調整 底都 :FI転糸切 り 9-14

10-11 E-6 床面 須恵器 42 13 6 64 内外面 :ロ クロ.l整  底部 :回転糸切 り 9-15
E-7 床 面 須 ,よ 器 契 9-16

10-12 C-8 S12 P9 l 非ロクロ上師器 台fl鉢 (48) 内面 :ナ デ、単色処 I坐、外面 :体部下部ハケメ、ナデ、高台内 指圧痕、ナデ 9-20
10-13 D-6 S12  P9 1 ロクロ上,市器 53 70 内直

「:ヘ ラ ミガキーⅢI色 処 JRl、 外面 :ロ クロ訓整、体部下ヽ it部 ヘラケズリ 9-17
10-14 D-7 S12 P9 1 ロクロ± 1市 器 墾 (38, (128) 内タト面ロクロ副撃 9-18
10-15 D-8 S12 P9 1 ロクロ上lW器 発 (56) 20 2 内外面 :ロ クロ調率 9-19

第10図 S1l S12竪 穴住居跡出土遺物

34



V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

0                        10cm

6 まとめ

①今回の調査では、竪穴住居跡3軒、土坑3基、ピット23基が検出された。

②A区で検出されたS11竪穴住居跡の堆積土中からは、古墳時代後期～平安時代の土師器が出土している。時期

を決定する遺物の出土はなく、詳細な時期は不明である。

③B区で検出されたS12竪穴住居跡は、床面出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

④B区で検出されたS13竪穴住居跡は、堆積土からは古墳時代中期の遺物が出土しているが、床面における遺物

の出土が少なく、詳細な時期は不明である。

⑤B区で検出されたSKl、 SK2土坑は人為的な堆積状況が見られるが、性格は不明である。堆積± 1層から非

ロクロ土師器杯が出土したが、詳細な時期は不明である。

⑥C区で検出されたSK3土坑からは古墳時代の土師器不が出土したが、性格は不明である。

⑦それぞれの調査区で検出されたピットは、P9のみ柱痕跡が確認されたが、いずれも建物跡を示すような有意な

配置は見られない。

参考文献

仙台市教育委員会2005『郡山遺跡発掘調査報告書一総括編(1)一 』仙台市文化財調査報告書第283集

仙台市教育委員会2009「 Ⅱ南小泉遺跡第58次発掘調査報告書」F仙台平野の遺跡XⅨ

一平成20年度発掘調査報告書―』仙台市文化財調査報告書第346集

図中番号 登録番号 睡騨
上

位

出

層 種 別 器種
法量 (cm)

備 考
真

版

写

図器高 回 径 産径

H-1 C-9 S 3 lE l 非ロクロ土師器 無 (87) (288) 内面 :ヘ ラミガキー黒色処理、タト面 :日縁  ヨコナデ 休部 ヘラケズリ 10-1

を1-2 C-10 S13 lt l 非ロクロ土師器 高J4N 22 0
内面:ヘ ラミガキ、タト面:日縁 ヘラミガキ 体部 ナデ→ヘラミガキ
ヘラケズリ

10-2

H-3 C-11 S 3 埋 2 非ロクロ上師器 高 不 140 内面 :ヘ ラケズリ、ヨコナデ、外面 iヘ ラ ミガキ Ю-3
C-12 S 3 土鞘品 支脚 4

C-13 S 3 床 面 土製品 支 脚 5

[1-4 C-14 SKl 2 非ロクロ土師器 妹 内面 :ヘ ラミガキ、タト面 :マ メツ 6

E-1 阻層 須恵器 一堕 波状文 7

E-2 肛燿 須忠器 十霊 波j伏文

第11図  S13竪 穴住居跡ほか出土遺物
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l AttS I]堅穴住居跡検出状況

(南から)

AttS I]竪穴住居跡

床面遺構完掘状況 (北から)

A区拡張後 SIR竪 穴住居跡西部

検出状況 (南から)

36

図版 l  AttS I]竪穴住居跡



V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

A区拡張区S11竪穴住居閉
床面遺構完掘状況 (北西から)

AttS 1 1竪 穴住居跡
完掘状況 (南東から)

図版 2 AttS 1 1竪 穴住居跡・調査区断面

3 A区北壁断面 (東から)



R B区Ⅳ層上面遺構検出状況 (南から)

BttS 1 2竪 穴住居跡

床面遺構検出状況 (南から)

3 BttS 1 2竪 穴住居剛
P¶ 断面 (南から)

図版 3 BttS 1 2竪 穴住居跡(1)



V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

BttS 1 2竪穴住居跡

カマ ド内遺物出土状況 (南東から)

BttS 1 2竪穴住居跡

カマ ド内遺物出土状況 (北から)

BttS 1 2竪穴住居跡

床画遺構完掘状況 (南から)

図版 4 BttS 1 2竪穴住居跡(2)
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BttS 1 2竪穴住居跡

煙出ピット内遺物出土状況 (東から)

BttS 1 2竪穴住居跡

カマ ド袖断面 (南から)

3 BttS 1 2竪 穴住居閉

完掘状況 (南から)

411

図版 5 BttS 1 2竪 穴住居跡(3)
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V 南小泉遺跡第63次発掘訓査報告

BttS 1 3竪 穴住居跡

床面遺構完掘状況 (南東から)

BttS 1 3竪 穴住居跡

遺物出土状況 (東から)

3 BttS K l、 SK2土 坑完掘状況

(南から)

2土坑図版 6 BttS 1 3竪穴住居閉 ,SKl、 SK

41



l B区Ⅳ層上面遺構完掘全景

併打から)

2 B区西壁断面 (東から)

42

図版7 B区完掘状況 調査区断面

3 B区東壁断面 (西から)



V 南小泉遺跡第63次発掘調査報告

l C区Ⅳ層上画遺構完掘全景
作肯から)

2 CttS K 3完 掘状況 (南東から)

3 C区北壁断面 (南から)

図版 8 C区完掘状況・SK3土坑・調査区断面

得
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図版 9 出土遺物(1)
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S13竪穴住居跡出土遺物 :1～ 5

SKl土坑出土遺物 :6

基本層出土遺物 :7、 8

図版ЛO 出土遺物(2)
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Ⅵ 燕沢遺跡第13次発掘調査報告

1 調査要頂

遺  跡  名  燕沢遺跡 (宮城県遺跡番号01001)

調 査 地 点  仙台市宮城野区燕沢東三丁目532-1

調 査 地 点  平成21年 11月 16日 ～19日

調査対象面積  1226∬ (建築部分83だ 車庫部分396� )

調 査 面 積  21∬

調 査 原 因  個人住宅建築工事

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

調 査 職 員  文化財教諭 佐々木匠  文化財教諭 菊地貴博

2 調査に至る経過と調査方法

調査は、平成21年 9月 7日 付けで地権者より提出された、個人住宅建築工事に伴う「埋蔵文化財の届出について」

預

:70減

Ｍ
が
な
飢

番号 世」ll箔 種 別 立 地 J寺 代 器号 潰rllミ 名 立 地 時 代

1 燕沢遺跡 散布地、集落、キ院 丘陵 縄文～平安 10 安養寺配水場前窯跡 窯V亦 丘陵F4面 余史、平安

2 吉沢遺跡 散布地 丘陵 平宏 安養寺囲瓦窯肋 年
ヽ

丘陵斜面 平安

3 小鶴遺 PVll' 散布地 白然堤防 平 安 安養寺下瓦窯勘ヽ 窯跡 丘陵斜面 茶良、平安

4 小得城跡 城 館 ■
‐
甕 小田原前田窯跡 雫切〔 丘陵斜面 奈 良

5 著応寺束lll穴 某祥 棋穴墓 丘陵↑面 古 颯 神明社窯跡 窯跡 丘陵斜面 余良、平安

6 善応寺横穴墓群 構穴菜 丘陵斜ねi 古撃 神明社哀遺跡 散布地 丘 陵 奈良、平安

7 燕沢公囲窯跡 窯跡 丘陵斜面 古墳、奈良 この森窯跡 空勘ミ 丘陵↑1面 平安

8 大蓮寺梁跡 空
（

丘陵卒願 i 古墳、奈良 17 二の森避跡 故布地 丘陵斜 lal 平安

9 安養寺中囲瓦窯跡 窯跡 丘陵↑1面 茶 E、 平安 与兵術沼窯 FllN 空
（

丘陵斜面 奈良、iF安 、近世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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Ⅵ 燕沢遺跡第上3次発掘調査報告

に対 して、文化財保護法第93条 (H21教生文第152-95号 で回答)に基づき実施 した。調査は平成21年 11月 16日 に着手

した。

調査は、掘削深度が深い車庫部分でのみ行うこととし、調査区は南北 2m× 東西10 5mの トレンチを設定した。重

機によりI・ Ⅱ層を掘削し、Ⅲ層上面において人力で精査を行って遺構を検出した。遺構の掘 り下げを行い、断面、

平面について写真 。図面で記録 した後、調査を終了した。

3 遺跡の位置と環境

燕沢遺跡は、仙台市北東部の」R東仙台駅の北東約 2kmに位置する。遺跡は、七北田川と広瀬川の間に形成されて

いる七北田丘陵の東端にある台原・小田原丘陵の最東端部、七北田川右岸の標高20～30mに立地している。沖積平野

との比高差は約10～20mである。

本遺跡は、これまでに12次 に及ぶ調査が実

施されており、縄文時代～中世の複合遺跡で

あることが明らかにされている。古代では、

多賀城創建以前から創建期頃の瓦の出土が知

られている。また、遺跡南東部では「僧坊」

と推定される建物や溝跡が検出され、その周

辺の建物群とともに寺院の伽藍を形成してい

たと推定されている。遺物は、平安時代の瓦

や墨書土器、土師器片も多 く出土 している。

4 基本層序

基本層は、 I～Ⅲの大別 3層 から成 り、Ⅱ

層はa・ bに細別される。盛土は、北狽1の薄い

部分で20cmあ り、南側ほど徐々に厚 くなって

いる。 I・ Ⅱ層は旧表土層である。Ⅱ層は黒

褐色のシル ト質粘土で、風化 した礫の小片・

炭化物を含む。Ⅲ層は黄褐色の砂礫層で遺構

確認面である。

第 2図 調査地点位置図

5 発見遺構と出土遺物

(1)Ⅲ層上面検出遺構

Ⅲ層上面でピット2基、性格不明遺構 1基が検出された。

1)性格不明遺構

SXl性格不明遺構 調査区東部に位置し、東側は調査区域外に延びている。平面形は不整形で、底面は凹凸がある。

規模は検出範囲で東西12m、 南北54cm、 深さは最深部で31cmで ある。遺物は、1層から平瓦 2点、九瓦 1点、瓦片 2

点が出土した。そのうち第 5図 6の平瓦は、凹面には明瞭ではないが模骨痕が見られ、布目がケズリ調整によって消

されている。凸面は平行叩き目がナデ調整により磨り消されている。この平瓦は、燕沢遺跡出土瓦分類の平瓦 2類

(仙台市教委1984)にあたり、多賀城創建期か、それ以前の年代が想定されている (仙台市教委1991)。 瓦以外の遺物

第 3図 調査区醍置図

敷地範囲     車庫範囲
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基本層 土 色 土   性 術 考

I 10YR 4/2灰貢褐 色 粘土質シル ト

10YR 3/1黒 tFJ色 ンルト質粘上

10YR 3/2黒掲色 ンルト質粘土 層下部に乱れあ り

10YR 5/8責褐色 シルト質砂 黒褐色 (10YR 3/2)シ ル トブロック少量含む。礫少景含む。

遺構名 准積土 土 色 土    性 備 考

SXl
1 10YR 3/1黒褐色 粘土質シル ト にぶい質褐色 (10YR 5/4)シ ル トブロック微量含む。上師器片、瓦含む。

2 10YR 3/3暗 I.FJ色 粘土質シルト 焼土塊、炭化物含む。土師器片含む。

10YR 3/2黒褐伍 粘土管ンル ト にぶい昔褐色 (10YR 5/4)シ ル トブロック少昌含む。十師器片含む。
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第 4図 Ⅲ層上面検出遺構平面図・断面図
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としては、底部に回転糸切 りの痕跡が残る須恵器郭、ロクロ土師器の郭 (第 5図 2)な どが出上 している。

2)ビット

2基のピットが検出された。Plの平面形は直径50cmの 楕円形で、深さは32cmである。堆積土は単層で、柱痕跡は

確認されなかった。遺物は出土していない。P2の平面形は不整形で径 lm程である。底面には凹凸があり、深さは

最深部で35cmである。遺物は出土していない。倒木痕の可能性がある。

6 まとめ

①今回調査地点は、慕沢遺跡の南西端に位置し、標高は約19mである。遺構は、Ⅲ層上面で性格不明遺構1基 と

ビット2基が検出された。

②SXl性格不明遺構から出土した平瓦 (第 5図 6)は、桶巻き作りで、凹面→凸面の順に調整されており、多賀

城 IA類 (宮城県教委・多賀城跡研究所1982)の製作工程が考えられる。

③周辺には、僧坊と推定される掘立柱建物跡を含む数棟の建物群が発見されるなど、平安時代の寺院の存在が指摘

されており、今回の出土遺物 (第 5図 4、 5)は、この寺院と関連する可能性が考えられる。

参考文献

宮城県教育委員会・宮城県多賀城跡調査研究所1982『多賀城跡政庁跡 本文編』

仙台市教育委員会1984『燕沢遺跡』仙台市文化財調査報告書第62集

仙台市教育委員会1991『燕沢遺跡 第 4・ 5・ 6次発掘調査報告書』rlll台 市文化財調査報告書第154集
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再亜/再ヲ房ゞ
1

2

潟

〃

川

四

∩
川
川
日
Ｈ
＝
川
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口
川
日
□

一

0            10cm
S=1/3:1～ 3

9  , 10Cm s=1/5:4～ 6

圏中奪号 登録番号 遺穂名
上

位

出

層 種 別 器種
法量

備 考
写真図

版器高 口径 底 径

1 D-1 エ ロクロ土師器 高台皿 (20 (1312)

5-2 D-2 SX ロクロ土師器 郭 (37) 内外面 :ロ クロ調整、内面 :ミ ガキ→黒色処理 3-2
5-3 D-4 SX ロクロ土師器 箋 (192) 内外面 :ロ クロ調整、内面 :ヘ ラナデ

D-3 SX ロクロ土師器 耶 内外面 :ロ タロ調整 3-4
C-1 SX 土師器 碗 内面 ガキ→黒色処理 3-5
C-2 SX ロクロ土君T器 碗 内外面 :ロ クロ調整 内面 :ミ ガキ→黒色処理 3-6
E-1 SX 須煮器 杯 底部 !ヘ ラ切 り 3-7

4 F-1 SX 瓦 丸瓦 (225) (1311) 凹面 :布 日痕 凸面 :縄叩き→チデによるす り消し、有段 3-8
5-5 C-2 SX 瓦 平瓦 凹面 :本 日痕十~部ナデ 凸面 !縄叩き 3-9
5-6 G-1 SX 瓦 平瓦 445 312 凹面 :(模骨痕)→縄 目痕→ケズリ 凸面 :平行叩き→ナデ -10

G-3 SX 瓦 軒平瓦 圏面 :布 目痕 凸面 :ナ デ 3-11

第 5図 出土遺物
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]Ⅲ 層上面遺構完掘全景 (西から)

2 SXl性 格不明遺構完掘状況

(南から)

図版 ]Ⅲ 層上画検出遺構

3 Pl完 掘状況 (東から)



! 欝

]P2完 掘状況 (北から)

2 調査区南壁断面 (北西から)

章ノ

つ
る

図版 2 P2完 掘および調査区断面

3 調査区束壁断面 (西から)
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図版 3 出土遺物
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Ⅶ 郡山遺跡

平成21年度に実施 した個人住宅建築に伴う発掘調査は、第 1表・第1図 の通 りである。なお、調査の結果及び抄録は

仙台市文化財調査報告書第373集 『郡山遺跡30』 に所収している。

第 ¶表 調査実績

調 答 次 数 調 査 地 区 調査面積 訓 査 期 間 調 査 原 因

郡山遺跡第194次 南方官術東地区 361m 平成21年 4月 20日 ～ 4月 28日 個人住宅建築

部山遺跡第195次 南方官衛西地区 20111 平成21年 6月 22日 ～ 6月 24日 個人住宅建築

郡山遺跡第197次 Ⅱ期官街外溝束辺 18111 平成21年 ■月30R 個人住宅建築

郡山遺跡第198次 Ⅱ期官術束部 3011i 平成21年 12月 2日 ～12月 ■日 lL人住宅建築

郡山遺跡第199次 Ⅱ期官衛大溝北辺 70tll 平成21年 12月 14日 ～12月 18日 個人住宅建築

Й

第 1図 調査地点位置図
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要 約

鴻ノ巣遺跡では 2時期の遺構面で大小 5つの溝跡が検出された。そのうちSD l溝跡は検出幅約 4m、
深さ約80cmで 、平成20年度調査のSDl溝跡の南延長部分 と考えられる。堆積土中から13世紀代の常
滑奏やロクロ土師器・須恵器が出上 した。

小鶴城跡では、城の南西側において堀跡 と考えられる溝跡を検出した。溝の検出幅は約55m、 検出
面からの深さは最大70cm程である。出土遺物はなく、埋没年代は不明である。

大野田古墳群では古墳の周溝が検出され、新たに大野田40号墳となった。周溝の外縁径は約20mで 、円
墳と推定される。周溝内からは円筒埴輪片の他、宝ヶ峰式の縄文土器が出上している。

南小泉遺跡では3軒の竪穴住居跡が検出された。そのうちS12・ S13竪穴住居跡は切り合い関係
にあり、新しいS13竪穴住居跡は床面出土遺物から平安時代の年代が与えられる。

燕沢遺跡では、遺構は不明確であるが、多賀城 IA類 と考えられる平瓦が出土した。多賀城創建前後
の年代が想定される。
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